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(57)【要約】
【課題】ラミネート処理を容易に実行する。
【解決手段】ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃは、そ
れぞれ上段の給紙カセット２１ａ、ＭＰＦトレー４０に
載置され、ラミネート対象媒体２２ｂは、下段の給紙カ
セット２１ｂに載置される。ラミネートフィルム２２ａ
、２２ｃは、それぞれ停止状態の待機搬送ローラ対２７
ａに当接して一旦停止する。ラミネート対象媒体２２ｂ
は、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの間に挟まれる
ようにして停止する。その後、ラミネートフィルム２２
ａ、２２ｃ及びラミネート対象媒体２２ｂは、一体とな
って待機搬送ローラ対２７ａによって定着器５に搬送さ
れ、定着器５で加熱加圧により圧着されてラミネート処
理される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラミネートフィルムを収容可能な第１及び第２の収容手段と、
　ラミネート対象媒体を収容可能な第３の収容手段と、
　待機搬送ローラ対よりも搬送方向の下流側に設けられた加熱加圧手段と、
　前記待機搬送ローラ対を停止させた状態で、前記第１の収容手段から供給される第１の
ラミネートフィルムと前記第２の収容手段から供給される第２のラミネートフィルムとを
それぞれの先端が前記待機搬送ローラ対に当接するまで搬送するとともに前記第３の収容
手段から供給されるラミネート対象媒体を前記待機搬送ローラ対に当接されて停止してい
る前記第１のラミネートフィルムと前記第２のラミネートフィルムとの間に搬送し、その
後、前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記第１のラミネートフィルムと前記第２のラミネ
ートフィルムとそれらの間に挟まれた前記ラミネート対象媒体とを前記加熱加圧手段に搬
送する制御手段と、
を備えたことを特徴とするラミネート装置。
【請求項２】
　一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第１の収容手段から供給された第１の
収容物を、該第１の収容物が待機搬送ローラ対を通過する際に該第１の収容物の前記一方
の面が所定の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第１の搬送路
と、
　一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第２の収容手段から供給される第２の
収容物を、該第２の収容物が前記待機搬送ローラ対を通過する際に該第２の収容物の前記
一方の面が前記所定の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第２
の搬送路と、
　一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第３の収容手段から供給された第３の
収容物を、該第３の収容物が前記待機搬送ローラ対を通過する際に該第３の収容物の前記
一方の面が前記所定の方向とは反対の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送
するための第３の搬送路と、
　前記待機搬送ローラ対よりも搬送方向の下流側に設けられた加熱加圧手段と、
　それぞれが前記待機搬送ローラ対まで搬送された際に前記第２の収容物の少なくとも先
端が前記第１の収容物と前記第３の収容物との間に挟持されるように、前記第１の搬送路
で前記第１の収容物を、前記第２の搬送路で前記第２の収容物を、前記第３の搬送路で前
記第３の収容物を、前記待機搬送ローラ対を停止させた状態で搬送する制御手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、前記第１の収容物と前記第２の収容物と前記第３の収容物とを前記待
機搬送ローラ対まで搬送した後に前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記第１の収容物と前
記第３の収容物とそれらの間に挟まれた前記第２の収容物とを前記加熱加圧手段に搬送す
ることを特徴とするラミネート装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第２の収容物よりも先に前記第１の収容物と前記第３の収容物と
を前記待機搬送ローラ対まで搬送することを特徴とする請求項２記載のラミネート装置。
【請求項４】
　前記第１の収容手段は、前記第２の収容手段よりも上段に配置されていることを特徴と
する請求項２または３記載のラミネート装置。
【請求項５】
　収容物としてラミネートフィルムまたは被印刷媒体を収容可能な第１及び第２の収容手
段と、
　収容物としてラミネート対象媒体または被印刷媒体を収容可能な第３の収容手段と、
　待機搬送ローラ対よりも搬送方向の下流側に設けられた定着手段と、
　前記待機搬送ローラ対の駆動を制御するとともに、前記第１の収容手段から供給される
収容物、前記第２の収容手段から供給される収容物、または、前記第３の収容手段から供
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給される収容物を前記待機搬送ローラ対まで搬送する制御手段と、
　印刷モードとラミネートモードとを切り替えるモード切替手段と、
を備え、
　前記モード切替手段により前記ラミネートモードに切り替えられた際に前記制御手段は
、前記待機搬送ローラ対を停止させた状態で、前記第１の収容手段から供給される第１の
収容物と前記第２の収容手段から供給される第２の収容物とをそれぞれの先端が前記待機
搬送ローラ対に当接するまで搬送するとともに前記第３の収容手段から供給される第３の
収容物を前記待機搬送ローラ対に当接されて停止している前記第１の収容物と前記第２の
収容物との間に搬送し、その後、前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記第１の収容物と前
記第２の収容物とそれらの間に挟まれた前記第３の収容物とを前記定着手段に搬送するこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
　一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第１の収容手段から供給された第１の
収容物を、該第１の収容物が待機搬送ローラ対を通過する際に該第１の収容物の前記一方
の面が所定の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第１の搬送路
と、
　一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第２の収容手段から供給される第２の
収容物を、該第２の収容物が前記待機搬送ローラ対を通過する際に該第２の収容物の前記
一方の面が前記所定の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第２
の搬送路と、
　一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第３の収容手段から供給された第３の
収容物を、該第３の収容物が前記待機搬送ローラ対を通過する際に該第３の収容物の前記
一方の面が前記所定の方向とは反対の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送
するための第３の搬送路と、
　前記第１の収容物、前記第２の収容物、または、前記第３の収容物を前記待機搬送ロー
ラ対まで搬送した後に前記待機搬送ローラ対を駆動する制御手段と、
　前記待機搬送ローラ対よりも搬送方向の下流側に設けられた定着手段と、
　印刷モードとラミネートモードとを切り替えるモード切替手段と、
を備え、
　前記モード切替手段により前記ラミネートモードに切り替えられた際に前記制御手段は
、
　それぞれが前記待機搬送ローラ対まで搬送された際に前記第２の収容物の少なくとも先
端が前記第１の収容物と前記第３の収容物との間に挟持されるように、前記第１の搬送路
で前記第１の収容物を、前記第２の搬送路で前記第２の収容物を、前記第３の搬送路で前
記第３の収容物を、前記待機搬送ローラ対を停止させた状態で搬送し、
　前記第１の収容物と前記第２の収容物と前記第３の収容物とを前記待機搬送ローラ対ま
で搬送した後に、前記第１の収容物と前記第３の収容物とそれらの間に挟まれた前記第２
の収容物とを前記定着手段に搬送することを特徴とする画像形成装置。
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ラミネート装置及び画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷物をラミネートフィルムで挟んで熱溶着させるラミネート処理を行う場合、
その媒体の大きさに適した一片が閉じられたラミネートフィルム対とラミネータ（熱溶着
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器）が必要であった。ラミネータは、ラミネートフィルム対の溶着に特化した機器である
。
【０００３】
　このため、ラミネータを、必ず専用に用意しなくてはならない。また、使用しない場合
には、設置場所を無駄に占有してしまっていた。更に、ラミネート処理対象の準備として
、前述のラミネートフィルム対に人手によって一枚一枚印刷物を差し込まなければならな
いので、大量にラミネート処理を実行する場合には、長時間に渡って作業者の人手を必要
とした。
【０００４】
　そこで、例えば、特許文献１には、上面用のラミネートフィルムのロールと下面用のラ
ミネートフィルムのロールとを装備し、これらラミネートフィルムの間に印刷物を搬送し
て熱圧着し、１枚分が終了したらカットする技術が提案されている。
【０００５】
　また、例えば、特許文献２には、ラミネート専用機を用いるのではなく、電子写真複写
機（コピー機）を用いて、ラミネートフィルムの間に印刷物を挿し入れたものを手差し給
紙台から給紙して熱圧着する技術が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平０３－１１０１２８号公報
【特許文献２】特開昭６２－２９７８５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した特許文献１では、ラミネート処理対象の準備は軽減されている
ものの、必ず専用のラミネータを用意しなくてはならず、設置場所を無駄に占有してしま
うという問題がある。また、上述した特許文献２では、ラミネートフィルムに印刷物を差
し込んだ状態で手差し給紙台から１つ１つ給紙しなければならず、大量にラミネート処理
を実行する場合には、長時間に渡って作業者の人手を必要とするという問題がある。
【０００８】
　そこで本発明は、ラミネート処理を容易に実行することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明に係るラミネート装置は、ラミネートフィルムを収容可能な第１及び第２の収
容手段と、ラミネート対象媒体を収容可能な第３の収容手段と、待機搬送ローラ対よりも
搬送方向の下流側に設けられた加熱加圧手段と、前記待機搬送ローラ対を停止させた状態
で、前記第１の収容手段から供給される第１のラミネートフィルムと前記第２の収容手段
から供給される第２のラミネートフィルムとをそれぞれの先端が前記待機搬送ローラ対に
当接するまで搬送するとともに前記第３の収容手段から供給されるラミネート対象媒体を
前記待機搬送ローラ対に当接されて停止している前記第１のラミネートフィルムと前記第
２のラミネートフィルムとの間に搬送し、その後、前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記
第１のラミネートフィルムと前記第２のラミネートフィルムとそれらの間に挟まれた前記
ラミネート対象媒体とを前記加熱加圧手段に搬送する制御手段と、を備えたことを特徴と
する。
【００１０】
　また、この発明に係る他のラミネート装置は、一方の面が載置面に向くように収容物を
載置する第１の収容手段から供給された第１の収容物を、該第１の収容物が待機搬送ロー
ラ対を通過する際に該第１の収容物の前記一方の面が所定の方向を向くように、前記待機
搬送ローラ対まで搬送するための第１の搬送路と、一方の面が載置面に向くように収容物
を載置する第２の収容手段から供給される第２の収容物を、該第２の収容物が前記待機搬
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送ローラ対を通過する際に該第２の収容物の前記一方の面が前記所定の方向を向くように
、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第２の搬送路と、一方の面が載置面に向くよ
うに収容物を載置する第３の収容手段から供給された第３の収容物を、該第３の収容物が
前記待機搬送ローラ対を通過する際に該第３の収容物の前記一方の面が前記所定の方向と
は反対の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第３の搬送路と、
前記待機搬送ローラ対よりも搬送方向の下流側に設けられた加熱加圧手段と、それぞれが
前記待機搬送ローラ対まで搬送された際に前記第２の収容物の少なくとも先端が前記第１
の収容物と前記第３の収容物との間に挟持されるように、前記第１の搬送路で前記第１の
収容物を、前記第２の搬送路で前記第２の収容物を、前記第３の搬送路で前記第３の収容
物を、前記待機搬送ローラ対を停止させた状態で搬送する制御手段と、を備え、前記制御
手段は、前記第１の収容物と前記第２の収容物と前記第３の収容物とを前記待機搬送ロー
ラ対まで搬送した後に前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記第１の収容物と前記第３の収
容物とそれらの間に挟まれた前記第２の収容物とを前記加熱加圧手段に搬送することを特
徴とする。
【００１１】
　また、この発明に係る画像形成装置は、収容物としてラミネートフィルムまたは被印刷
媒体を収容可能な第１及び第２の収容手段と、収容物としてラミネート対象媒体または被
印刷媒体を収容可能な第３の収容手段と、待機搬送ローラ対よりも搬送方向の下流側に設
けられた定着手段と、前記待機搬送ローラ対の駆動を制御するとともに、前記第１の収容
手段から供給される収容物、前記第２の収容手段から供給される収容物、または、前記第
３の収容手段から供給される収容物を前記待機搬送ローラ対まで搬送する制御手段と、印
刷モードとラミネートモードとを切り替えるモード切替手段と、を備え、前記モード切替
手段により前記ラミネートモードに切り替えられた際に前記制御手段は、前記待機搬送ロ
ーラ対を停止させた状態で、前記第１の収容手段から供給される第１の収容物と前記第２
の収容手段から供給される第２の収容物とをそれぞれの先端が前記待機搬送ローラ対に当
接するまで搬送するとともに前記第３の収容手段から供給される第３の収容物を前記待機
搬送ローラ対に当接されて停止している前記第１の収容物と前記第２の収容物との間に搬
送し、その後、前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記第１の収容物と前記第２の収容物と
それらの間に挟まれた前記第３の収容物とを前記定着手段に搬送することを特徴とする。
【００１２】
　この発明に係る他の画像形成装置は、一方の面が載置面に向くように収容物を載置する
第１の収容手段から供給された第１の収容物を、該第１の収容物が待機搬送ローラ対を通
過する際に該第１の収容物の前記一方の面が所定の方向を向くように、前記待機搬送ロー
ラ対まで搬送するための第１の搬送路と、一方の面が載置面に向くように収容物を載置す
る第２の収容手段から供給される第２の収容物を、該第２の収容物が前記待機搬送ローラ
対を通過する際に該第２の収容物の前記一方の面が前記所定の方向を向くように、前記待
機搬送ローラ対まで搬送するための第２の搬送路と、一方の面が載置面に向くように収容
物を載置する第３の収容手段から供給された第３の収容物を、該第３の収容物が前記待機
搬送ローラ対を通過する際に該第３の収容物の前記一方の面が前記所定の方向とは反対の
方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第３の搬送路と、前記第１
の収容物、前記第２の収容物、または、前記第３の収容物を前記待機搬送ローラ対まで搬
送した後に前記待機搬送ローラ対を駆動する制御手段と、前記待機搬送ローラ対よりも搬
送方向の下流側に設けられた定着手段と、印刷モードとラミネートモードとを切り替える
モード切替手段と、を備え、前記モード切替手段により前記ラミネートモードに切り替え
られた際に前記制御手段は、それぞれが前記待機搬送ローラ対まで搬送された際に前記第
２の収容物の少なくとも先端が前記第１の収容物と前記第３の収容物との間に挟持される
ように、前記第１の搬送路で前記第１の収容物を、前記第２の搬送路で前記第２の収容物
を、前記第３の搬送路で前記第３の収容物を、前記待機搬送ローラ対を停止させた状態で
搬送し，前記第１の収容物と前記第２の収容物と前記第３の収容物とを前記待機搬送ロー
ラ対まで搬送した後に、前記第１の収容物と前記第３の収容物とそれらの間に挟まれた前



(6) JP 2016-161744 A 2016.9.5

10

20

30

40

50

記第２の収容物とを前記定着手段に搬送することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明によれば、ラミネート処理を容易に実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態による画像形成装置１の内部構成を示す断面図である。
【図２】本実施形態による画像形成装置１の一部制御系の構成を示すブロック図である。
【図３】本実施形態による画像形成装置１の動作（ラミネート処理）を説明するためのフ
ローチャートである。
【図４】本実施形態による画像形成装置１の動作過程を説明するための模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施形態によるラミネート装置としても適用可能な画像形成装置１の
内部構成を示す断面図である。図１において、本実施形態の画像形成装置１は、用紙（被
印刷媒体）に直接トナー像を転写する方式ではなく、一旦、中間転写ベルトにトナー画像
を転写し、二次転写部まで鉛直方向に搬送される用紙に中間転写ベルトを介してトナー像
を二次転写する方式となっている。
【００１７】
　画像形成装置１は、画像形成部２、両面印刷用搬送ユニット３、給紙部４、及び定着器
５で構成されている。画像形成部２は、４個の画像形成ユニット６（６－１、６－２、６
－３、６－４）を多段式に並設した構成からなる。上記３個の画像形成ユニット６－１、
６－２及び６－３は、それぞれ減法混色の三原色であるマゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、
イエロー（Ｙ）の色トナーによるモノカラー画像を形成する。上記３個の画像形成ユニッ
ト６－１、６－２、６－３に続く４番目の画像形成ユニット６－４は、ブラック（Ｋ）の
モノクロ画像を形成する。これら４色のトナー画像は用紙に塗り重ねられてフルカラーの
画像を形成する。
【００１８】
　各画像形成ユニット６－１～６－４は、現像ユニットに収容された現像剤の色や種類を
除けば同じ構成である。したがって、以下、画像形成ユニット６－４を例にしてその構成
を説明する。
【００１９】
　画像形成ユニット６は、最下部に感光体ドラム７を備えている。この感光体ドラム７は
、その周面が例えば有機光導電性材料で構成されている。この感光体ドラム７の周面に接
して又は近傍を取り巻いて、クリーナ８、帯電ローラ９、光書込ヘッド１０、及び現像器
１１の現像ローラ１２が配置されている。
【００２０】
　現像器１１は、上部のトナー容器に同図にはＭ、Ｃ、Ｙ、Ｋで示すように、マゼンタ（
Ｍ）、シアン（Ｃ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）のいずれかのトナーを収容し、中
間部には下部へのトナー補給機構を備えている。
【００２１】
　また、現像器１１の下部には側面開口部に上述した現像ローラ１２を備え、内部にはト
ナー撹拌部材、現像ローラ１２にトナーを供給するトナー供給ローラ１３、現像ローラ１
２上のトナー層を一定の層厚に規制するドクターブレード等を備えている。感光体ドラム
７の帯電ローラ９と現像器１１との間に位置する上面に近接して、本体装置側の光書込ヘ
ッド１０が配置されている。
【００２２】
　また、感光体ドラム７の下面に近接して中間転写ベルト１４が配設されている。そして
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、この中間転写ベルト１４を間に挟んで一次転写ローラ１５が感光体ドラム７の下面に向
けて押圧されている。
【００２３】
　中間転写ベルト１４は、導電性カーボン又はイオン伝導物質を含有した樹脂製の導電性
のシート状部材からなり、本体装置のほぼ中央で図の左右のほぼ端から端まで扁平なルー
プ状になって延在する無端状の転写ベルトである。駆動ローラ１６と従動ローラ１７に掛
け渡されて、駆動ローラ１６により図の反時計回り方向に循環駆動され、図の矢印ａ、ｂ
、ｃで示す反時計回り方向に循環移動する。
【００２４】
　感光体ドラム７は、図の時計回り方向に回転する。そして先ず帯電ローラ９からの電荷
付与により、感光体ドラム７の周面が一様に帯電して初期化される。次に、印字情報に基
づく光書込ヘッド１０からの光書き込みにより、感光体ドラム７の周面に静電潜像が形成
される。
【００２５】
　そして、この静電潜像は、現像ローラ１２による現像処理によって、現像器１１に収納
したトナーによりトナー像化（現像）される。感光体ドラム７の周面に現像されたトナー
像は、感光体ドラム７の回転に伴われて、一次転写ローラ１５によって中間転写ベルト１
４のベルト面に直接転写（一次転写）される。中間転写ベルト１４は、ベルト面に直接、
転写（一次転写）されたトナー像を、更に用紙に転写（二次転写）すべく用紙への転写位
置まで搬送する。
【００２６】
　ベルト位置制御機構１８は、中間転写ベルト１４を介して感光体ドラム７の下部周面に
押圧する導電性発泡スポンジから成る一次転写ローラ１５を備えている。ベルト位置制御
機構１８は、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）及びイエロー（Ｙ）の３個の画像形成ユニッ
ト６－１、６－２及び６－３に対応する３個の一次転写ローラ１５を鉤型の支持軸を中心
に同一周期で回転移動させる。そして、ベルト位置制御機構１８は、ブラック（Ｋ）の画
像形成ユニット６－４に対応する１個の一次転写ローラ１５を上記３個の一次転写ローラ
１５の周期と異なる回転移動周期で回転移動させて中間転写ベルト１４を感光体ドラム７
から離接させる。
【００２７】
　すなわち、ベルト位置制御機構１８は、中間転写ベルト１４の位置を、フルカラーモー
ド（４個全部の一次転写ローラ１５が中間転写ベルト１４に当接）、モノクロモード（画
像形成ユニット６－４に対応する一次転写ローラ１５のみが中間転写ベルト１４に当接）
、及び全非転写モード（４個全部の一次転写ローラ１５が中間転写ベルト１４から離れる
）に切換える。
【００２８】
　給紙部４は、上下２段に配置された２個の収容部として給紙カセット２１ａ、２１ｂを
備えている。用紙に印字する場合には、給紙部４の給紙カセット２１ａ、２１ｂのいずれ
か一方、あるいは双方には多枚数のカット紙状の用紙が収容されている。これに対して、
ラミネート処理を実行する場合には、上段の給紙カセット２１ａには、ラミネートフィル
ム２２ａが溶着層を下面にして（溶着層が載置面に向くようにして）収容されており、下
段の給紙カセット２１ｂには、ラミネート対象媒体２２ｂが収容されている。ラミネート
対象媒体２２ｂには、例えば当該画像形成装置１によって予め何らかの図柄などが印刷さ
れているものとする。なお、以下の説明では、ラミネート処理を実行する場合（ラミネー
トフィルム２２ａ、２２ｃ、ラミネート対象媒体２２ｂ）について詳細に説明し、用紙へ
の印刷処理動作については一部の説明を省略する。
【００２９】
　２個の給紙カセット２１ａ、２１ｂの給紙口（図の右方）近傍には、それぞれ給紙ロー
ラ２３、給送ローラ２５、捌きローラ２６、待機搬送ローラ対２７ａ、２７ｂが配置され
ている。また、ラミネート対象媒体２２ｂが収容される給紙カセット２１ｂから、下流側
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の待機搬送ローラ対２７ｂに向けての搬送路上には、ラミネート対象媒体２２ｂの先端を
検知する先端検出センサ２８が配置されている。
【００３０】
　また、画像形成装置１の開成された装着部には、収容部としてＭＰＦ（Multi Paper Fe
eder)トレー４０が装着されている。ＭＰＦトレー４０は、いわゆる手差しトレーである
。用紙に印字する場合には、ＭＰＦトレー４０には、厚さやサイズが特異な用紙が載置さ
れる。これに対して、ラミネート処理を実行する場合には、ＭＰＦトレー４０には、ラミ
ネートフィルム２２ｃが溶着層を下面にして（溶着層が載置面に向くようにして）載置さ
れる。
【００３１】
　ラミネートフィルム２２ａは、給紙ローラ２３の一回転によって、一枚毎に給紙カセッ
ト２１ａから搬出・供給され、給送ローラ２５及び捌きローラ２６を通って待機搬送ロー
ラ対２７ａまで給送される。同様にして、ラミネートフィルム２２ｃは、給紙ローラ４３
の一回転によって、ＭＰＦトレー４０から搬出・供給され、後述する終端返送路３４ｃ、
返送ローラ対３５ｄを介して待機搬送ローラ対２７ａまで給送される。これに対して、ラ
ミネート対象媒体２２ｂは、上記ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの搬送開始とタイミ
ングをずらして、給紙ローラ２３の一回転によって、一枚毎に給紙カセット２１ｂから搬
出・供給され、給送ローラ２５及び捌きローラ２６、待機搬送ローラ対２７ｂを通って待
機搬送ローラ対２７ａまで給送される。
【００３２】
　図１に示すように、給紙カセット２１ａから待機搬送ローラ対２７ａまでの搬送路２４
ａと、給紙カセット２１ｂから待機搬送ローラ対２７ａまでの搬送路２４ｂと、ＭＰＦト
レー４０から待機搬送ローラ対２７ａまでの搬送路２４ｃとはそれぞれ経路が異なる。よ
り具体的には、ラミネートフィルム２２ａは、図示の左側から待機搬送ローラ対２７ａに
到達する搬送路２４ａを通り、ラミネートフィルム２２ｃは、図示の右側から待機搬送ロ
ーラ対２７ａに到達する搬送路２４ｃ（＝終端返送路３４ｃ）を通る。ラミネート対象媒
体２２ｂは、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの間を通って、上記待機搬送ローラ対２
７ａの手前に到達する搬送路２４ｂを通る。
【００３３】
　このとき、待機搬送ローラ対２７ａは、停止状態を維持している。したがって、ラミネ
ートフィルム２２ａ、２２ｃは、それぞれの搬送路２４ａ、２４ｃを通って、それぞれの
先端が待機搬送ローラ対２７ａに当接することで一旦停止する。上述したように、ラミネ
ートフィルム２２ａ、２２ｃは、それぞれの先端を待機搬送ローラ対２７ａに当接させた
状態で、それぞれの搬送路２４ａ、２４ｃ内に留まっているため、先端部のみを密着させ
るものの、全面を密着させることなく、先端部以外を開放した状態となっている。
【００３４】
　一方、タイミングをずらして下段の給紙カセット２１ｂから供給されたラミネート対象
媒体２２ｂは、搬送路２４ｂを通って、上記待機搬送ローラ対２７ａに当接しているラミ
ネートフィルム２２ａ、２２ｃの間に挟まれるようにして進入して待機搬送ローラ対２７
ａに当接する手前で停止する。これにより、熱溶着の糊代（ラミネート対象媒体２２ｂの
周囲の余白）を確保している。
【００３５】
　その後、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃ間にラミネート対象媒体２２ｂが挟まれた
状態となると、待機搬送ローラ対２７ａが駆動する。ラミネートフィルム２２ａ、ラミネ
ート対象媒体２２ｂ、及びラミネートフィルム２２ｃは、待機搬送ローラ対２７ａによっ
て、一体となって後述する下流側の搬送路に向けて搬送されることになる。
【００３６】
　待機搬送ローラ対２７ａの用紙搬送方向（図の鉛直上方向；下流側）には、中間転写ベ
ルト１４を介して従動ローラ１７に圧接する二次転写ローラ３０が配設されている。これ
ら中間転写ベルト１４、従動ローラ１７及び二次転写ローラ３０により、用紙への二次転
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写部が形成されている。本実施形態において、ラミネート処理時には、前述した全非転写
モード（４個全部の一次転写ローラ１５が中間転写ベルト１４から離れる）となり、一次
転写、及び二次転写は行われない。
【００３７】
　この二次転写部の下流（図では上方）側には、加熱加圧部としてベルト式熱定着ユニッ
トからなる定着器５が配置されている。定着器５の更に下流側には、定着後の用紙を定着
器５から搬出する搬出ローラ対３１、搬出される用紙を装置上面に形成されている排紙ト
レー３２に排紙する排紙ローラ対３３が配設されている。本実施形態では、ラミネートフ
ィルム２２ａ、２２ｃの間に挟まれたラミネート対象媒体２２ｂを定着器５により熱圧着
することでラミネート処理を実行する。
【００３８】
　両面印刷用搬送ユニット３は、搬出ローラ対３１と排紙ローラ対３３との中間部の搬送
路から図の右横方向に分岐した返送路を備えている。この返送路は、開始返送路３４ａ、
下方に曲がる中間返送路３４ｂ、左横方向に曲がって最終的に返送用紙を反転させる終端
返送路３４ｃ、及びこれら返送路の途中に配置された４組の返送ローラ対３５ａ、３５ｂ
、３５ｃ、３５ｄを備えている。上記終端返送路３４ｃの出口は、給紙部４の上方の給紙
カセット２１ａに対応する待機搬送ローラ対２７ａへの搬送路に連絡している。
【００３９】
　図２は、本実施形態による画像形成装置１の一部制御系の構成を示すブロック図である
。なお、図１に対応する部分には同一の符号を付けて説明を省略する。図２において、画
像形成装置１は、先端検出センサ２８、制御部５０、搬送ローラ駆動部５２、待機搬送ロ
ーラ対駆動部５３、操作パネル５４、手差しトレー給紙ローラ駆動部５５、及び定着器加
熱制御部５６を備えている。
【００４０】
　先端検出センサ２８は、ラミネート対象媒体２２ｂに対する透過光の透過率、又は反射
光の反射率の変化から光量のラミネート対象媒体２２ｂの先端通過を検出する。搬送ロー
ラ駆動部５２は、制御部５０による制御の下、待機搬送ローラ対２７ａを除く、給紙ロー
ラ２３や、給送ローラ２５及び捌きローラ２６、搬出ローラ対３１、排紙ローラ対３３、
返送ローラ対３５ａ、３５ｂ、３５ｃ、３５ｄなどのローラ群を駆動する。待機搬送ロー
ラ対駆動部５３は、制御部５０による制御の下、待機搬送ローラ対２７ａを駆動する。
【００４１】
　操作パネル５４は、例えばテンキーや機能キーなど、あるいはタッチパネルなどからな
り、印刷部数、片面／両面印刷、ラミネート処理などを指示入力するとともに、動作状況
や設定内容などを表示する。手差しトレー給紙ローラ駆動部５５は、制御部５０による制
御の下、ＭＰＦトレー４０からラミネートフィルム２２ｃを供給する際に、給紙ローラ４
３や、返送ローラ対３５ｄを駆動する。定着器加熱制御部５６は、制御部５０による制御
の下、定着器５の加熱／停止を制御する。
【００４２】
　制御部５０は、上述した各部の動作を統括して制御する。特に、本実施形態では、給紙
カセット２１ａ、給紙カセット２１ｂ、又はＭＰＦトレー４０に載置された被印刷媒体に
トナー像を転写して現像する印刷モードと、給紙カセット２１ａ及びＭＰＦトレー４０に
載置されたラミネートフィルム２２ａ、２２ｃに、給紙カセット２１ｂに載置されたラミ
ネート対象媒体２２ｂを挟み込んでラミネートするラミネートモードとを備えている。該
印刷モードとラミネートモードは、例えば、操作パネル５４からの操作によって切り替え
可能となっている。
【００４３】
　制御部５０は、印刷モードに切り替えられている場合、搬送ローラ駆動部５２、手差し
トレー給紙ローラ駆動部５５によって、給紙カセット２１ａ、給紙カセット２１ｂ、又は
ＭＰＦトレー４０に載置された収容物としての被印刷媒体の供給タイミングを制御する。
また、制御部５０は、ラミネートモードに切り替えられている場合、搬送ローラ駆動部５
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２、手差しトレー給紙ローラ駆動部５５によって、給紙カセット２１ａ及びＭＰＦトレー
４０に載置された収容物としてのラミネートフィルム２２ａ、２２ｃ、並びに給紙カセッ
ト２１ｂに載置された収容物としてのラミネート対象媒体２２ｂの供給タイミングを制御
する。特に、ラミネートモードの場合には、制御部５０は、まず、給紙カセット２１ａ及
びＭＰＦトレー４０に載置されたラミネートフィルム２２ａ、２２ｃを供給した後、所定
のタイミングで給紙カセット２１ｂに載置されたラミネート対象媒体２２ｂを供給するよ
うに制御する。
【００４４】
　また、制御部５０は、印刷モード時には、二次転写ローラ３０により被印刷媒体にトナ
ー像を転写すべく、待機搬送ローラ対駆動部５３によって、待機搬送ローラ対２７ａによ
る搬送タイミングを制御し、ラミネートモード時には、待機搬送ローラ対２７ａで当接し
ている、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃと、これらラミネートフィルム２２ａ、２２
ｃの間に挟まれたラミネート対象媒体２２ｂとを、一体にして定着器５に搬送すべく、待
機搬送ローラ対駆動部５３によって、待機搬送ローラ対２７ａによる搬送タイミングを制
御する。
【００４５】
　更に、制御部５０は、印刷モード時には、前述したフルカラーモード（４個全部の一次
転写ローラ１５が中間転写ベルト１４に当接）、モノクロモード（画像形成ユニット６－
４に対応する一次転写ローラ１５のみが中間転写ベルト１４に当接）に設定するとともに
、被印刷媒体を加熱加圧することで転写されたトナー像を定着させるために、定着器加熱
制御部５６により、定着器５の加熱／停止を制御する。また、制御部５０は、ラミネート
モード時には、前述した全非転写モード（４個全部の一次転写ローラ１５が中間転写ベル
ト１４から離れる）に設定するとともに、積層された状態で搬送される、ラミネートフィ
ルム２２ａ、ラミネート対象媒体２２ｂ、及びラミネートフィルム２２ｃを加熱加圧して
圧着するために、定着器加熱制御部５６により、定着器５の加熱／停止を制御する。なお
、ラミネートモード時の制御の詳細については後述する。
【００４６】
　図３は、本実施形態による画像形成装置１の動作（ラミネート処理）を説明するための
フローチャートである。また、図４は、本実施形態による画像形成装置１の動作過程を説
明するための模式図である。オペレータは、まず、所望する枚数分、給紙カセット２１ａ
及びＭＰＦトレー４０にフィルム面を上にしたラミネートフィルム２２ａ、２２ｃ、給紙
カセット２１ｂにラミネート対象媒体２２ｂを載置する。次に、オペレータは、操作パネ
ル５４からラミネート処理の実行（ラミネートモードへの切り替え）を指示入力する。
【００４７】
　制御部５０は、操作パネル５４からラミネート処理実行の指示が入力されたか否かを判
断する（ステップＳ１０）。そして、ラミネート処理実行の指示が入力されない場合には
（ステップＳ１０のＮＯ）、待機状態（又は他の処理）となる。一方、操作パネル５４か
らラミネート処理実行の指示が入力された場合には（ステップＳ１０のＹＥＳ）、制御部
５０は、定着器加熱制御部５６によって、定着器５を所定の温度に加熱するよう制御する
（ステップＳ１２）。
【００４８】
　次に、制御部５０は、搬送ローラ駆動部５２を介して、給紙カセット２１ａとＭＰＦト
レー４０からラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの搬送を開始する（ステップＳ１４）。
ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃは、それぞれの搬送路２４ａ、搬送路２４ｃを通って
、待機搬送ローラ対２７ａに向かって搬送される。制御部５０は、ラミネートフィルム２
２ａ、２２ｃの搬送を開始すると、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの搬送開始からの
経過時間が所定の時間に達したか否かを判断する（ステップＳ１６）。
【００４９】
　具体的には、制御部５０は、待機搬送ローラ対２７ａを停止させた状態で、ラミネート
フィルム２２ａ、２２ｃの搬送を開始し、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの搬送開始
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からの経過時間が予め設計段階で計測しておいた所定の時間に達したことで、ラミネート
フィルム２２ａ、２２ｃの先端が待機搬送ローラ対２７ａに当接したと判断する。
【００５０】
　そして、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの搬送開始からの経過時間が所定の時間に
達していない場合には（ステップＳ１６のＮＯ）、制御部５０は、ラミネートフィルム２
２ａ、２２ｃが待機搬送ローラ対２７ａに当接していないと判断し、ステップＳ１４に戻
り、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの搬送を継続する。つまり、制御部５０は、給紙
カセット２１ａのラミネートフィルム２２ａが待機搬送ローラ対２７ａに当接するまで搬
送するとともに、ＭＰＦトレー４０のラミネートフィルム２２ｃが待機搬送ローラ対２７
ａに当接するまで搬送を継続する。
【００５１】
　一方、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの搬送開始からの経過時間が所定の時間に達
した場合には（ステップＳ１６のＹＥＳ）、制御部５０は、ラミネートフィルム２２ａ、
２２ｃの先端が待機搬送ローラ対２７ａに当接したと判断し、搬送ローラ駆動部５２、及
び手差しトレー給紙ローラ駆動部５５を介して、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの搬
送を停止させる（ステップＳ１８）。このとき、２枚のラミネートフィルム２２ａ、２２
ｃの先端は、待機搬送ローラ対２７ａに当接し、ほぼ揃っている状態になる。
【００５２】
　次に、制御部５０は、搬送ローラ駆動部５２を介して、給紙カセット２１ｂに載置して
あるラミネート対象媒体２２ｂの搬送を開始する（ステップＳ２０）。ラミネート対象媒
体２２ｂは、２枚のラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの間の搬送路２４ｂを通って、待
機搬送ローラ対２７ａに向かって搬送される。このとき、制御部５０は、先端検出センサ
２８によってラミネート対象媒体２２ｂの先端通過が検出された否かを監視しており、ラ
ミネート対象媒体２２ｂの先端が通過すると、通過からの経過時間の計時を開始する。
【００５３】
　次に、制御部５０は、ラミネート対象媒体２２ｂの先端が通過してからの経過時間が予
め設計段階で計測しておいた所定の時間に達したか否かを判断する（ステップＳ２２）。
そして、ラミネート対象媒体２２ｂの先端が通過してからの経過時間が所定の時間に達し
ていない場合には（ステップＳ２２のＮＯ）、制御部５０は、ステップＳ２０に戻り、ラ
ミネート対象媒体２２ｂの搬送を継続する。
【００５４】
　一方、ラミネート対象媒体２２ｂの先端が通過してからの経過時間が所定の時間に達し
た場合には（ステップＳ２２のＹＥＳ）、制御部５０は、搬送ローラ駆動部５２を介して
、ラミネート対象媒体２２ｂの搬送を停止させる（ステップＳ２４）。このとき、ラミネ
ート対象媒体２２ｂの先端は、図４に示すように、待機搬送ローラ対２７ａに当接する手
前で停止し、２枚のラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの間に介挿された状態で停止する
。ラミネート対象媒体２２ｂが待機搬送ローラ対２７ａに当接する前に停止することで、
図４に示すように、熱溶着の糊代６０を確保することができる。
【００５５】
　次に、制御部５０は、待機搬送ローラ対２７ａで当接しているラミネートフィルム２２
ａ、２２ｃと、これらの間に挟まれたラミネート対象媒体２２ｂとを一体にして定着器５
に搬送すべく、搬送ローラ駆動部５２、及び待機搬送ローラ対駆動部５３を介して、待機
搬送ローラ対２７ａ、搬出ローラ対３１、及び排紙ローラ対３３を駆動する（ステップＳ
２６）。このとき、前述したように、４個全部の一次転写ローラ１５は、中間転写ベルト
１４から離れる全非転写モードとなっているので、一次転写、及び二次転写は行われない
。
【００５６】
　ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃと、これらの間に挟まれたラミネート対象媒体２２
ｂとは、一体となって待機搬送ローラ対２７ａ、従動ローラ１７、及び二次転写ローラ３
０を通って定着器５に搬送され、所定の温度に加熱された定着器５において加熱加圧され
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て圧着され、搬出ローラ対３１、及び排紙ローラ対３３を通って排紙トレー３２に排紙さ
れる。
【００５７】
　制御部５０は、ラミネート処理された、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃとラミネー
ト対象媒体２２ｂが排紙トレー３２に排紙されたか否かを判断する（ステップＳ２８）。
そして、排紙トレー３２にまだ排紙されていない場合には（ステップＳ２８のＮＯ）、制
御部５０は、ステップＳ２６に戻り、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃとラミネート対
象媒体２２ｂとの搬送を継続する。
【００５８】
　一方、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃとラミネート対象媒体２２ｂとが排紙トレー
３２に排紙された場合には（ステップＳ２８のＹＥＳ）、制御部５０は、搬送ローラ駆動
部５２、及び待機搬送ローラ対駆動部５３を介して、待機搬送ローラ対２７ａ、搬出ロー
ラ対３１、及び排紙ローラ対３３を停止させる（ステップＳ３０）。
【００５９】
　次に、制御部５０は、全てのラミネート処理が終了したか否か、すなわち、複数枚のラ
ミネート処理が指示されているか否かを判断する（ステップＳ３２）。そして、複数枚の
ラミネート処理が指示されている場合には（ステップＳ３２のＮＯ）、制御部５０は、ス
テップＳ１４に戻り、前述した動作を繰り返すことにより次のラミネート処理を実行する
。
【００６０】
　したがって、大量にラミネート処理を実行する場合であっても、所望する枚数分、給紙
カセット２１ａ、及びＭＰＦトレー４０にラミネートフィルム２２ａ、２２ｃを、給紙カ
セット２１ｂにラミネート対象媒体２２ｂを積載するだけで、人手を必要とすることなく
、ラミネート処理を連続して実行することができる。
【００６１】
　一方、複数枚のラミネート処理が指示されていない場合には（ステップＳ３２のＹＥＳ
）、制御部５０は、定着器加熱制御部５６によって、定着器５の加熱を停止させる（ステ
ップＳ３４）。その後、当該ラミネート処理を終了する。
【００６２】
　上述した実施形態によれば、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃ及びラミネート対象媒
体２２ｂを既存の画像形成装置１にセットすれば、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃへ
のラミネート対象媒体２２ｂの挟み込みから加熱加圧により圧着するラミネート処理まで
の一連の処理を容易に実行することができる。ゆえに、人手を大幅に削減できるとともに
、作業時間を短縮することができる。
【００６３】
　また、上述した実施形態によれば、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃを、それぞれ別
体の給紙カセット２１ａとＭＰＦトレー４０とに載置するようにしたので、ラミネートフ
ィルム２２ａ、２２ｃとしては、片綴じされたフィルム対ではなく、片面に溶着層を有す
る別体のラミネートフィルムを用いることができる。
【００６４】
　また、上述した実施形態によれば、既存の画像形成装置１でラミネート処理を行うよう
にしたので、専用ラミネータを不要とすることができる。また、専用ラミネータが不要に
なることで、機器準備のコスト削減、省スペース化が実現できる。
【００６５】
　また、上述した実施形態によれば、ラミネート対象媒体２２ｂを、その先端が待機搬送
ローラ対２７ａに当接する手前まで搬送して停止させるようにしたので、熱溶着の糊代６
０を確保することができる。
【００６６】
　また、上述した実施形態によれば、斜め下方から待機搬送ローラ対２７ａに到達する搬
送路２４ａでラミネートフィルム２２ａを搬送し、搬送路２４ａとは反対側の斜め下方か
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ら待機搬送ローラ対２７ａに到達する第２の給紙路でラミネートフィルム２２ｃを搬送し
、ラミネートフィルム２２ａ、２２ｃを待機搬送ローラ対２７ａに当接して停止させるよ
うにしたので、２枚のラミネートフィルム２２ａ、２２ｃの先端を揃えることができる。
また、第１の給紙路と第２の給紙路との間を通って待機搬送ローラ対２７ａに到達する搬
送路２４ｂでラミネート対象媒体２２ｂを搬送し、待機搬送ローラ対２７ａに当接する手
前で停止させるようにしたので、ラミネート対象媒体２２ｂを２枚のラミネートフィルム
２２ａ、２２ｃの間に自動的に挿入することができる。
【００６７】
　また、上述した実施形態によれば、ラミネート処理時には、トナー像の転写を行わない
全非転写モードに設定するようにしたので、既存の画像形成装置１であっても、ラミネー
ト処理を容易に実行することができる。
【００６８】
　なお、上述した実施形態において、図１に示す画像形成装置１は、中間転写ベルト１４
に一次転写したトナー画像を、当該中間転写ベルト１４を介して用紙に二次転写する方式
であったが、これに限らず、用紙に直接トナー像を転写する方式であってもよい。
【００６９】
　以上、この発明のいくつかの実施形態について説明したが、この発明は、これらに限定
されるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものであ
る。
　以下に、本願出願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【００７０】
（付記１）
　付記１に記載の発明は、ラミネートフィルムを収容可能な第１及び第２の収容手段と、
ラミネート対象媒体を収容可能な第３の収容手段と、待機搬送ローラ対よりも搬送方向の
下流側に設けられた加熱加圧手段と、前記待機搬送ローラ対を停止させた状態で、前記第
１の収容手段から供給される第１のラミネートフィルムと前記第２の収容手段から供給さ
れる第２のラミネートフィルムとをそれぞれの先端が前記待機搬送ローラ対に当接するま
で搬送するとともに前記第３の収容手段から供給されるラミネート対象媒体を前記待機搬
送ローラ対に当接されて停止している前記第１のラミネートフィルムと前記第２のラミネ
ートフィルムとの間に搬送し、その後、前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記第１のラミ
ネートフィルムと前記第２のラミネートフィルムとそれらの間に挟まれた前記ラミネート
対象媒体とを前記加熱加圧手段に搬送する制御手段と、を備えたことを特徴とするラミネ
ート装置である。
【００７１】
（付記２）
　付記２に記載の発明は、一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第１の収容手
段から供給された第１の収容物を、該第１の収容物が待機搬送ローラ対を通過する際に該
第１の収容物の前記一方の面が所定の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送
するための第１の搬送路と、一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第２の収容
手段から供給される第２の収容物を、該第２の収容物が前記待機搬送ローラ対を通過する
際に該第２の収容物の前記一方の面が前記所定の方向を向くように、前記待機搬送ローラ
対まで搬送するための第２の搬送路と、一方の面が載置面に向くように収容物を載置する
第３の収容手段から供給された第３の収容物を、該第３の収容物が前記待機搬送ローラ対
を通過する際に該第３の収容物の前記一方の面が前記所定の方向とは反対の方向を向くよ
うに、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第３の搬送路と、前記待機搬送ローラ対
よりも搬送方向の下流側に設けられた加熱加圧手段と、それぞれが前記待機搬送ローラ対
まで搬送された際に前記第２の収容物の少なくとも先端が前記第１の収容物と前記第３の
収容物との間に挟持されるように、前記第１の搬送路で前記第１の収容物を、前記第２の
搬送路で前記第２の収容物を、前記第３の搬送路で前記第３の収容物を、前記待機搬送ロ
ーラ対を停止させた状態で搬送する制御手段と、を備え、前記制御手段は、前記第１の収
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容物と前記第２の収容物と前記第３の収容物とを前記待機搬送ローラ対まで搬送した後に
前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記第１の収容物と前記第３の収容物とそれらの間に挟
まれた前記第２の収容物とを前記加熱加圧手段に搬送することを特徴とするラミネート装
置である。
【００７２】
（付記３）
　付記３に記載の発明は、前記制御手段は、前記第２の収容物よりも先に前記第１の収容
物と前記第３の収容物とを前記待機搬送ローラ対まで搬送することを特徴とする付記２記
載のラミネート装置である。
【００７３】
（付記４）
　付記４に記載の発明は、前記第１の収容手段は、前記第２の収容手段よりも上段に配置
されていることを特徴とする付記２または３記載のラミネート装置である。
【００７４】
（付記５）
　付記５に記載の発明は、収容物としてラミネートフィルムまたは被印刷媒体を収容可能
な第１及び第２の収容手段と、収容物としてラミネート対象媒体または被印刷媒体を収容
可能な第３の収容手段と、待機搬送ローラ対よりも搬送方向の下流側に設けられた定着手
段と、前記待機搬送ローラ対の駆動を制御するとともに、前記第１の収容手段から供給さ
れる収容物、前記第２の収容手段から供給される収容物、または、前記第３の収容手段か
ら供給される収容物を前記待機搬送ローラ対まで搬送する制御手段と、印刷モードとラミ
ネートモードとを切り替えるモード切替手段と、を備え、前記モード切替手段により前記
ラミネートモードに切り替えられた際に前記制御手段は、前記待機搬送ローラ対を停止さ
せた状態で、前記第１の収容手段から供給される第１の収容物と前記第２の収容手段から
供給される第２の収容物とをそれぞれの先端が前記待機搬送ローラ対に当接するまで搬送
するとともに前記第３の収容手段から供給される第３の収容物を前記待機搬送ローラ対に
当接されて停止している前記第１の収容物と前記第２の収容物との間に搬送し、その後、
前記待機搬送ローラ対を駆動し、前記第１の収容物と前記第２の収容物とそれらの間に挟
まれた前記第３の収容物とを前記定着手段に搬送することを特徴とする画像形成装置であ
る。
【００７５】
（付記６）
　付記６に記載の発明は、一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第１の収容手
段から供給された第１の収容物を、該第１の収容物が待機搬送ローラ対を通過する際に該
第１の収容物の前記一方の面が所定の方向を向くように、前記待機搬送ローラ対まで搬送
するための第１の搬送路と、一方の面が載置面に向くように収容物を載置する第２の収容
手段から供給される第２の収容物を、該第２の収容物が前記待機搬送ローラ対を通過する
際に該第２の収容物の前記一方の面が前記所定の方向を向くように、前記待機搬送ローラ
対まで搬送するための第２の搬送路と、一方の面が載置面に向くように収容物を載置する
第３の収容手段から供給された第３の収容物を、該第３の収容物が前記待機搬送ローラ対
を通過する際に該第３の収容物の前記一方の面が前記所定の方向とは反対の方向を向くよ
うに、前記待機搬送ローラ対まで搬送するための第３の搬送路と、前記第１の収容物、前
記第２の収容物、または、前記第３の収容物を前記待機搬送ローラ対まで搬送した後に前
記待機搬送ローラ対を駆動する制御手段と、前記待機搬送ローラ対よりも搬送方向の下流
側に設けられた定着手段と、印刷モードとラミネートモードとを切り替えるモード切替手
段と、を備え、前記モード切替手段により前記ラミネートモードに切り替えられた際に前
記制御手段は、それぞれが前記待機搬送ローラ対まで搬送された際に前記第２の収容物の
少なくとも先端が前記第１の収容物と前記第３の収容物との間に挟持されるように、前記
第１の搬送路で前記第１の収容物を、前記第２の搬送路で前記第２の収容物を、前記第３
の搬送路で前記第３の収容物を、前記待機搬送ローラ対を停止させた状態で搬送し，前記
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した後に、前記第１の収容物と前記第３の収容物とそれらの間に挟まれた前記第２の収容
物とを前記定着手段に搬送することを特徴とする画像形成装置である。
【符号の説明】
【００７６】
　１　画像形成装置
　２　画像形成部
　３　両面印刷用搬送ユニット
　４　給紙部
　５　定着器
　６（６－１、６－２、６－３、６－４）　画像形成ユニット
　７　感光体ドラム
　８　クリーナ
　９　帯電ローラ
　１０　光書込ヘッド
　１１　現像器
　１２　現像ローラ
　１３　トナー供給ローラ
　１４　中間転写ベルト
　１５　一次転写ローラ
　１６　駆動ローラ
　１７　従動ローラ
　１８　ベルト位置制御機構
　２１ａ、２１ｂ　給紙カセット
　２２ａ、２２ｃ　ラミネートフィルム
　２２ｂ　ラミネート対象媒体
　２３、４３　給紙ローラ
　２４ａ、２４ｂ、２４ｃ　搬送路
　２５　給送ローラ
　２６　捌きローラ
　２７ａ、２７ｂ　待機搬送ローラ対
　２８　先端検出センサ
　３０　二次転写ローラ
　３１　搬出ローラ対
　３２　排紙トレー
　３３　排紙ローラ対
　３４ａ　開始返送路
　３４ｂ　中間返送路
　３４ｃ　終端返送路
　３５ａ、３５ｂ、３５ｃ、３５ｄ　返送ローラ対
　４０　ＭＰＦ（Multi Paper Feeder)トレー
　５０　制御部
　５２　搬送ローラ駆動部
　５３　待機搬送ローラ対駆動部
　５４　操作パネル
　５５　手差しトレー給紙ローラ駆動部
　５６　定着器加熱制御部
　６０　糊代
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